
(57)【要約】

【課題】簡単な構成で、周辺機器が電子機器に接続され

ている状態でのカードの抜き取りを不可能にし、接続解

除された状態ではカードを容易に抜き差し可能にする。

【解決手段】データ通信装置１のＵＳＢコネクタ５に隣

接してカードスロット４が設けられているため、ＵＳＢ

コネクタ５をパーソナルコンピュータ６のＵＳＢポート

７に挿入すると、カードスロット４の前方が壁部６ａに

塞がれる。従って、データ通信装置１にＵＳＢコネクタ

５およびＵＳＢポート７を介して電力が供給されている

時にＳＩＭカード３がカードスロット４から抜き出され

ることはない。ＵＳＢコネクタ５をＵＳＢポート７から

抜き取ると、カードスロット４からＳＩＭカード３を容

易に抜き取れる。この時には、データ通信装置１にＵＳ

Ｂコネクタ５およびＵＳＢポート７を介して電力が供給

されていないので、ＳＩＭカード３が破損する可能性は

殆どない。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 カ ー ド が 着 脱 可 能 で あ り 、 電 子 機 器 に 接 続 さ れ て 用 い ら れ る 周 辺 機 器 に お い て 、
　 前 記 電 子 機 器 の イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 に 接 続 さ れ る コ ネ ク タ 部 と 、 前 記 コ ネ ク タ 部 に 隣 接
し て 設 け ら れ て い る 、 前 記 カ ー ド が 装 着 さ れ る カ ー ド ス ロ ッ ト と を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 周 辺 機 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 カ ー ド は Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド で あ り 、 デ ー タ 通 信 機 能 を 有 し て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 周 辺
機 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 コ ネ ク タ 部 は Ｕ Ｓ Ｂ コ ネ ク タ で あ り 、 前 記 イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 は Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト で あ
る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 周 辺 機 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 カ ー ド ス ロ ッ ト へ の 前 記 カ ー ド の 装 着 方 向 は 、 前 記 コ ネ ク タ 部 の 前 記 イ ン タ ー フ ェ
ー ス 部 へ の 接 続 方 向 に 平 行 で 、 か つ 同 じ 向 き ま た は 反 対 向 き で あ る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず
れ か １ 項 に 記 載 の 周 辺 機 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 周 辺 機 器 と 、 前 記 イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 が 設 け ら れ
て い る 壁 部 を 有 す る 電 子 機 器 と を 含 み 、
　 前 記 壁 部 は 、 前 記 電 子 機 器 に 接 続 さ れ た 状 態 の 前 記 周 辺 機 器 の 前 記 カ ー ド ス ロ ッ ト の 前
方 を 塞 ぐ 部 分 を 有 し て い る 、 電 子 機 器 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 周 辺 機 器 と 、 前 記 イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 を 有 す る 電
子 機 器 と 、 前 記 周 辺 機 器 の 前 記 コ ネ ク タ 部 と 前 記 電 子 機 器 の 前 記 イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 と を
接 続 さ せ る 中 継 ケ ー ブ ル と を 含 み 、
　 前 記 中 継 ケ ー ブ ル は 、 前 記 コ ネ ク タ 部 が 接 続 さ れ る ソ ケ ッ ト 部 と 、 前 記 ソ ケ ッ ト 部 に 隣
接 し 、 該 ソ ケ ッ ト 部 に 前 記 コ ネ ク タ 部 が 接 続 さ れ た 状 態 の 前 記 周 辺 機 器 の 前 記 カ ー ド ス ロ
ッ ト の 前 方 を 塞 ぐ 壁 部 と を 有 し て い る 、 電 子 機 器 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 周 辺 機 器 お よ び 電 子 機 器 シ ス テ ム に 関 し 、 特 に パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 等 の 電
子 機 器 の イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 に 接 続 さ れ る デ ー タ 通 信 装 置 な ど の 周 辺 機 器 と 、 そ の 電 子 機
器 お よ び 周 辺 機 器 を 含 む 電 子 機 器 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 等 の 電 子 機 器 に 接 続 さ れ る 周 辺 機 器 が 多 く 用 い ら れ て い
る 。 例 え ば 、 電 子 機 器 の イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 に デ ー タ 通 信 装 置 を 接 続 し 、 そ の デ ー タ 通 信
装 置 に よ っ て デ ー タ の 無 線 送 受 信 を 可 能 に す る 構 成 が あ る 。 特 許 文 献 １ に は 、 プ リ ン タ や
Ｃ Ｒ Ｔ （ Cathode Ray Tube） な ど の 出 力 装 置 の イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 に 、 通 信 機 能 を 有 す る
Ｐ Ｃ カ ー ド が 装 着 さ れ た ア ダ プ タ モ ジ ュ ー ル を 接 続 し て 、 出 力 装 置 の デ ー タ へ の 送 受 信 を
可 能 に し た 構 成 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ ， ３ に は 、 電 子 機 器 の Ｕ Ｓ Ｂ （ Universal Serial Bus） ポ ー ト に 接 続
さ れ る カ ー ド リ ー ダ ー な ど の 周 辺 機 器 が 開 示 さ れ て い る 。 こ れ ら の 周 辺 機 器 に は 、 メ モ リ
カ ー ド な ど の カ ー ド が 装 着 さ れ る カ ー ド ス ロ ッ ト が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 デ ー タ 通 信 を 行 う た め に Ｓ Ｉ Ｍ （ Subscriber Identify Module） カ ー ド を 使 用 す
る 場 合 が あ る 。 Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド は 、 電 話 番 号 や ユ ー ザ Ｉ Ｄ な ど 、 通 信 事 業 者 と の 契 約 に 関 す
る 情 報 が 格 納 さ れ て お り 、 携 帯 電 話 機 に 装 着 さ れ て 使 用 さ れ る こ と が 多 い が 、 パ ー ソ ナ ル
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コ ン ピ ュ ー タ 等 に 接 続 さ れ る デ ー タ 通 信 装 置 に 装 着 し て 用 い る こ と も で き る 。 １ 枚 の Ｓ Ｉ
Ｍ カ ー ド を 様 々 な 電 子 機 器 に 抜 き 差 し し て 用 い る こ と に よ っ て 、 そ の Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド に 記 憶
さ れ た 単 一 の 契 約 情 報 （ 電 話 番 号 等 ） に 従 う 通 信 が 様 々 な 電 子 機 器 に お い て 可 能 に な る 。
従 っ て 、 各 電 子 機 器 毎 に 別 個 に 通 信 契 約 を 結 ぶ 必 要 が な く 、 様 々 な 電 子 機 器 を 使 い 分 け な
が ら 、 必 要 お よ び 用 途 に 応 じ た 情 報 通 信 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。 な お 、 こ こ で 言 う Ｓ
Ｉ Ｍ カ ー ド と は 、 Ｕ Ｉ Ｍ （ User Identify Module） カ ー ド を 含 む 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ５ １ ６ ５ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ １ ０ ８ ８ ９ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ６ ６ ８ ５ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ３ ２ ２ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 し た よ う に 、 一 つ の 通 信 契 約 に 基 づ き 様 々 な 電 子 機 器 を 使 い 分 け て 通 信 を 行 う 場 合
に は 、 そ の 都 度 １ つ の Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド が 抜 き 差 し さ れ て 用 い ら れ る 。 使 用 者 の 作 業 性 を 考 慮
す る と 、 Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド の 着 脱 が 容 易 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 方 、 通 信 の た め に 重 要 な 契 約 情 報 が 記 憶 さ れ 、 さ ら に 処 理 装 置 も 内 蔵 し て い る Ｓ Ｉ Ｍ
カ ー ド が 破 損 す る こ と は で き る だ け 避 け な け れ ば な ら な い 。 例 え ば 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ
ー タ 等 の 電 子 機 器 の イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 に デ ー タ 通 信 装 置 を 接 続 す る 場 合 、 デ ー タ 通 信 装
置 に 設 け ら れ て い る コ ネ ク タ を 直 接 接 続 す る 構 成 で あ っ て も 、 中 継 ケ ー ブ ル を 介 し て 接 続
す る 構 成 で あ っ て も 、 使 用 者 が デ ー タ 通 信 装 置 に 自 由 に 触 れ る こ と が で き る 。 そ し て 、 こ
の デ ー タ 通 信 装 置 に 装 着 さ れ て い る Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド が 外 部 に 露 出 し 手 動 で 抜 き 差 し で き る 構
成 で あ る と 、 機 器 の 作 動 中 に Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド を 抜 い て し ま う こ と も 可 能 で あ り 、 Ｓ Ｉ Ｍ カ ー
ド 自 体 ま た は Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド に 記 憶 さ れ て い る デ ー タ が 破 損 す る お そ れ が あ る 。 機 器 の 作 動
中 、 す な わ ち 電 力 が 供 給 さ れ て い る 状 態 で Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド が 抜 き 差 し さ れ る と 、 過 大 電 流 が
流 れ る な ど し て Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド お よ び そ れ に 記 憶 さ れ て い る デ ー タ が 破 損 す る 可 能 性 が 高 い
。 Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド の 抜 き 差 し は 、 機 器 の 電 源 が オ フ の 状 態 の と き に 行 う こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ の た め 、 携 帯 電 話 機 や デ ー タ 通 信 装 置 等 に お い て 、 機 器 の 作 動 中 に は Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド を
抜 き 差 し 不 能 に し て 、 Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド の 破 損 を 防 ぐ 方 策 が 考 え ら れ て い る 。 一 般 的 な 携 帯 電
話 機 等 で は 、 機 器 の 内 部 に Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド の 装 着 部 を 設 け 、 こ の 装 着 部 を 蓋 で 覆 う 構 成 が 採
用 さ れ て い る 。 し か し 、 装 着 部 を 覆 う 蓋 の 開 閉 が 煩 雑 で あ る と 、 Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド の 抜 き 差 し
が 面 倒 で 使 用 者 の 作 業 性 が 悪 く 不 便 で あ る 。 こ れ に 対 し て 、 使 用 者 の 作 業 性 を 考 慮 し て 蓋
を 容 易 に 開 閉 で き る 構 成 に す る と 、 機 器 の 作 動 中 に も Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド を 容 易 に 抜 き 差 し 可 能
に な り 、 そ の 結 果 、 誤 っ て Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド を 抜 き 差 し す る 可 能 性 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う に 、 様 々 な 電 子 機 器 に 装 着 さ れ て 用 い ら れ る こ と が あ る Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド に 関 し て
は 、 Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド の 抜 き 差 し 作 業 の 作 業 性 と 、 破 損 防 止 の 安 全 性 と が ト レ ー ド オ フ に な っ
て い る と い え る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 引 用 文 献 ４ に は 、 カ ー ド ス ロ ッ ト か ら の カ ー ド の 取 り 出 し を 構 造 的 に 規 制 す る ロ ッ ク 機
構 と 、 ロ ッ ク 状 態 の 検 出 手 段 と 、 制 御 手 段 と を 有 す る 構 成 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 構 成 で
は 、 ロ ッ ク 機 構 の ロ ッ ク 状 態 が 検 出 さ れ る と 、 電 子 機 器 の イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 が 、 カ ー ド
と の 間 で 信 号 の 転 送 が 可 能 な 活 性 状 態 に 設 定 さ れ る 。 一 方 、 ロ ッ ク 機 構 の ロ ッ ク 解 除 状 態
が 検 出 さ れ る と 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 が 、 カ ー ド と の 間 で 信 号 の 転 送 が 不 可 能 な 非 活 性 状
態 に 設 定 さ れ る 。 こ の 構 成 に よ る と 、 電 子 機 器 の 作 動 中 に カ ー ド が 抜 き 差 し さ れ て 破 損 す
る こ と は 防 げ る が 、 機 構 に 関 し て も 電 気 回 路 に 関 し て も 構 成 が 非 常 に 複 雑 に な る 。 ま た 、
カ ー ド の 抜 き 差 し に は ロ ッ ク 機 構 の 解 除 操 作 が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 簡 単 な 構 成 で あ っ て 、 Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド 等 の カ ー ド の 抜 き 差 し 作
業 は 容 易 で あ る が 、 接 続 さ れ て い る 電 子 機 器 の 作 動 中 に は カ ー ド を 抜 き 差 し す る こ と が で
き な い 周 辺 機 器 と 、 そ の 電 子 機 器 お よ び 周 辺 機 器 を 含 む 電 子 機 器 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と
に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 カ ー ド が 着 脱 可 能 で あ り 、 電 子 機 器 に 接 続 さ れ て 用 い ら れ る 周 辺 機 器 が 、 電
子 機 器 の イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 に 接 続 さ れ る コ ネ ク タ 部 と 、 コ ネ ク タ 部 に 隣 接 し て 設 け ら れ
て い る 、 カ ー ド が 装 着 さ れ る カ ー ド ス ロ ッ ト と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。 こ の 構 成 に よ
る と 、 コ ネ ク タ 部 を 電 子 機 器 に 接 続 し た 状 態 で は 、 コ ネ ク タ 部 に 隣 接 す る カ ー ド ス ロ ッ ト
の 前 方 に 隙 間 が 殆 ど 生 じ な い 。 従 っ て 、 周 辺 機 器 が 電 子 機 器 に 接 続 さ れ た 作 動 状 態 で 、 カ
ー ド の 抜 き 差 し が 行 わ れ る こ と は 不 可 能 で あ る 。 カ ー ド は Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド で あ っ て も よ く 、
デ ー タ 通 信 機 能 を 有 し て い て も よ い 。 コ ネ ク タ 部 は Ｕ Ｓ Ｂ コ ネ ク タ で あ り 、 イ ン タ ー フ ェ
ー ス 部 は Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 カ ー ド ス ロ ッ ト へ の カ ー ド の 装 着 方 向 は 、 コ ネ ク タ 部 の イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 へ の 接 続 方
向 に 平 行 で 、 か つ 同 じ 向 き ま た は 反 対 向 き で あ る こ と が 好 ま し い 。 そ の 場 合 、 コ ネ ク タ 部
が イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 に 接 続 さ れ た 状 態 で の カ ー ド の 抜 き 差 し を 不 可 能 に す る 構 成 が 形 成
し や す い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 電 子 機 器 シ ス テ ム は 、 前 記 し た い ず れ か の 構 成 の 周 辺 機 器 と 、 イ ン タ ー フ ェ ー
ス 部 が 設 け ら れ て い る 壁 部 を 有 す る 電 子 機 器 と を 含 み 、 壁 部 は 、 電 子 機 器 に 接 続 さ れ た 状
態 の 周 辺 機 器 の カ ー ド ス ロ ッ ト の 前 方 を 塞 ぐ 部 分 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の も う １ つ の 電 子 機 器 シ ス テ ム は 、 前 記 し た い ず れ か の 構 成 の 周 辺 機 器 と
、 イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 を 有 す る 電 子 機 器 と 、 周 辺 機 器 の コ ネ ク タ 部 と 電 子 機 器 の イ ン タ ー
フ ェ ー ス 部 と を 接 続 さ せ る 中 継 ケ ー ブ ル と を 含 み 、 中 継 ケ ー ブ ル は 、 コ ネ ク タ 部 が 接 続 さ
れ る ソ ケ ッ ト 部 と 、 ソ ケ ッ ト 部 に 隣 接 し 、 ソ ケ ッ ト 部 に コ ネ ク タ 部 が 接 続 さ れ た 状 態 の 周
辺 機 器 の カ ー ド ス ロ ッ ト の 前 方 を 塞 ぐ 壁 部 と を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 周 辺 機 器 が 電 子 機 器 に 接 続 さ れ た 状 態 で は 、 コ ネ ク タ 部 に 隣 接 す る カ
ー ド ス ロ ッ ト の 前 方 に 殆 ど 隙 間 が 生 じ な い た め 、 カ ー ド の 抜 き 差 し は 物 理 的 に 不 可 能 で あ
る 。 そ の た め 、 周 辺 機 器 が 電 子 機 器 に 接 続 さ れ て い る 作 動 状 態 で 誤 っ て カ ー ド を 抜 き 取 っ
て 破 損 さ せ て し ま う こ と が 防 げ る 。 し か も 、 周 辺 機 器 お よ び 電 子 機 器 の 構 成 を 複 雑 化 さ せ
る 必 要 が な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ に は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の デ ー タ 通 信 装 置 １ が 示 さ れ て い る 。 こ の デ ー タ 通 信 装 置
１ は 、 詳 述 し な い が 、 公 知 の デ ー タ 通 信 装 置 と 同 様 な ハ ー ド ウ ェ ア 構 造 が ケ ー ス ２ 内 に 内
蔵 さ れ て お り 、 公 知 の デ ー タ 通 信 装 置 と 同 様 な ソ フ ト ウ ェ ア が 格 納 さ れ た も の で あ る 。 そ
し て 、 Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド ３ が 装 着 さ れ る と 、 そ の Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド ３ に 記 憶 さ れ た 情 報 に 基 づ い て
通 信 機 能 を 果 た す こ と が で き る 。 こ の デ ー タ 通 信 装 置 １ に は 、 Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド ３ を 装 着 す る
た め の カ ー ド ス ロ ッ ト ４ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 例 え ば 図 ２ （ ａ ） ， （ ｂ ） に 示 す パ ー
ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ６ 等 の 電 子 機 器 に 接 続 す る た め の コ ネ ク タ 部 で あ る Ｕ Ｓ Ｂ コ ネ ク タ ５
が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の デ ー タ 通 信 装 置 １ の 大 き な 特 徴 は 、 Ｕ Ｓ Ｂ コ ネ ク タ ５ に 隣 接 す る 位 置 に カ ー ド
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ス ロ ッ ト ４ が 配 置 さ れ て い る こ と で あ る 。 さ ら に 本 実 施 形 態 で は 、 Ｕ Ｓ Ｂ コ ネ ク タ ５ を パ
ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ６ 等 の 電 子 機 器 の イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 で あ る Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト ７ に 差 し
込 む 方 向 と 、 カ ー ド ス ロ ッ ト ４ 内 に Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド ３ を 差 し 込 む 方 向 と が 、 互 い に 平 行 か つ
反 対 向 き に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の デ ー タ 通 信 装 置 １ を パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ６ に 接 続 し た 状 態 が 、 図 ２ に 示 さ れ て
い る 。 こ の 接 続 に つ い て 説 明 す る と 、 ま ず 、 デ ー タ 通 信 装 置 １ の カ ー ド ス ロ ッ ト ４ に Ｓ Ｉ
Ｍ カ ー ド ３ が 挿 入 さ れ る 。 そ し て 、 こ の デ ー タ 通 信 装 置 １ の Ｕ Ｓ Ｂ コ ネ ク タ ５ が パ ー ソ ナ
ル コ ン ピ ュ ー タ ６ の Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト ７ に 挿 入 さ れ る 。 こ う し て デ ー タ 通 信 装 置 １ の パ ー ソ ナ
ル コ ン ピ ュ ー タ ６ へ の 接 続 が 完 了 す る 。 詳 述 し な い が 、 Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト ７ お よ び Ｕ Ｓ Ｂ コ ネ
ク タ ５ を 介 し て パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ６ か ら デ ー タ 通 信 装 置 １ に 電 力 が 供 給 さ れ 、 デ ー
タ 通 信 装 置 １ 内 の ハ ー ド ウ ェ ア お よ び ソ フ ト ウ ェ ア が 作 動 し て 、 通 信 機 能 を 果 た す こ と が
で き る 。 例 え ば 、 デ ー タ 通 信 装 置 １ に よ っ て 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ６ 内 の デ ー タ を 送
信 し た り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 等 の ネ ッ ト ワ ー ク か ら の デ ー タ を パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ６ に
取 り 込 ん だ り す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 接 続 状 態 に お い て 、 Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド ３ を 取 り 外 す 際 に は 、 ま ず 、 Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト ７ か ら
Ｕ Ｓ Ｂ コ ネ ク タ ５ を 抜 き 取 っ て 、 デ ー タ 通 信 装 置 １ を パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ６ か ら 取 り
外 す 。 こ の 時 に 、 デ ー タ 通 信 装 置 １ へ の 電 力 供 給 は 絶 た れ 、 デ ー タ 通 信 装 置 １ は オ フ 状 態
に な る 。 そ れ か ら 、 Ｕ Ｓ Ｂ コ ネ ク タ ５ に 隣 接 し て い る カ ー ド ス ロ ッ ト ４ か ら Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド
３ を 抜 き 取 る 。 Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド ３ を 抜 き 取 る 時 点 で は 、 既 に Ｕ Ｓ Ｂ コ ネ ク タ ５ が Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー
ト ７ か ら 外 さ れ て い る た め 、 デ ー タ 通 信 装 置 １ に は 電 力 は 供 給 さ れ て い な い 。 従 っ て 、 Ｓ
Ｉ Ｍ カ ー ド ３ に 過 大 な 電 流 が 加 わ る お そ れ は な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 デ ー タ 通 信 装 置 １ が パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ６ に 接 続 さ れ た ま ま の 状 態 、 す な わ ち Ｕ Ｓ
Ｂ コ ネ ク タ ５ が Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト ７ に 挿 入 さ れ た ま ま の 状 態 で は 、 カ ー ド ス ロ ッ ト ４ の 前 方 が
パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ６ の 壁 部 ６ ａ に 塞 が れ て い る た め 、 Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド ３ を カ ー ド ス ロ
ッ ト ４ か ら 抜 き 出 す こ と は で き な い 。 す な わ ち 、 Ｕ Ｓ Ｂ コ ネ ク タ ５ が Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト ７ に 挿
入 さ れ て い る 状 態 、 す な わ ち デ ー タ 通 信 装 置 １ に 電 力 が 供 給 さ れ る 可 能 性 が あ る 状 態 で は
、 Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド ３ を 取 り 外 す こ と が で き な い 。 こ れ は 、 過 大 な 電 流 が 加 わ る な ど し て Ｓ Ｉ
Ｍ カ ー ド ３ お よ び そ れ に 記 憶 さ れ て い る デ ー タ が 破 損 す る の を 防 ぐ た め に 非 常 に 有 効 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ は 、 本 実 施 形 態 の デ ー タ 通 信 装 置 １ と 電 子 機 器 の 、 前 記 し た の と は 異 な る 接 続 形 態
を 示 し て い る 。 こ れ は 、 電 子 機 器 の 形 状 な ど の 問 題 に よ っ て 、 電 子 機 器 の Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト が
設 け ら れ て い る 壁 面 に 、 デ ー タ 通 信 装 置 １ を 直 接 接 続 し て 保 持 す る こ と が 困 難 な 場 合 を 想
定 し た 構 成 で あ る 。 図 ３ に 示 す 例 で は 、 電 子 機 器 と し て 小 型 の 携 帯 情 報 端 末 （ Ｐ Ｄ Ａ ： Pe
rsonal Digital Assistant） ８ を 用 い 、 こ の Ｐ Ｄ Ａ ８ の Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト と デ ー タ 通 信 装 置 １
の Ｕ Ｓ Ｂ コ ネ ク タ ５ と が 、 中 継 ケ ー ブ ル １ ０ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 こ こ で 用 い ら れ る
中 継 ケ ー ブ ル １ ０ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 一 方 の ソ ケ ッ ト 部 １ １ に 壁 部 １ １ ａ が 形 成 さ れ た
も の で あ る 。 他 方 の ソ ケ ッ ト 部 ９ は 、 壁 部 が 設 け ら れ て お ら ず 、 従 来 の 中 継 ケ ー ブ ル の ソ
ケ ッ ト 部 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 中 継 ケ ー ブ ル １ ０ の ソ ケ ッ ト 部 １ １ に デ ー タ 通 信 装 置 １ の Ｕ Ｓ Ｂ コ ネ ク タ ５ を 挿 入
す る と 、 Ｕ Ｓ Ｂ コ ネ ク タ ５ に 隣 接 し て い る カ ー ド ス ロ ッ ト ４ の 前 方 は 、 壁 部 １ １ ａ に よ っ
て 塞 が れ る 。 従 っ て 、 Ｕ Ｓ Ｂ コ ネ ク タ ５ が 中 継 ケ ー ブ ル １ ０ に 接 続 さ れ て い る 限 り 、 す な
わ ち デ ー タ 通 信 装 置 １ に 電 力 が 供 給 さ れ る 可 能 性 が あ る 状 態 で は 、 Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド ３ を 取 り
外 す こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 の デ ー タ 通 信 装 置 １ は 、 電 子 機 器 に 直 接 接 続 さ れ る 場 合 に も 、 壁 部
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１ １ ａ を 有 す る 中 継 ケ ー ブ ル １ ０ を 介 し て 電 子 機 器 に 接 続 さ れ る 場 合 に も 、 同 様 な 効 果 が
得 ら れ る 。 な お 、 デ ー タ 通 信 装 置 １ を 電 子 機 器 ６ ， ８ に 接 続 し た 状 態 で 、 カ ー ド ス ロ ッ ト
４ の 前 面 と 壁 部 ６ ａ ， １ １ ａ は 密 着 し て い て も よ い が 、 僅 か な 隙 間 を お い て 近 接 対 向 し て
い て も よ い 。 す な わ ち 、 こ の 接 続 状 態 で 、 カ ー ド ス ロ ッ ト ４ の 前 面 と 壁 部 ６ ａ ， １ １ ａ と
の 間 に 、 Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド ３ の 抜 き 差 し 作 業 が で き る 程 の 広 い 隙 間 が 生 じ な け れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 電 子 機 器 と し て は 、 図 ２ に 示 す パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ６ や 図 ３ に 示 す Ｐ Ｄ Ａ ８
以 外 に も 、 プ リ ン タ や Ｃ Ｒ Ｔ や 携 帯 電 話 機 な ど 様 々 な 電 子 機 器 が 用 い ら れ る 。 ま た 、 周 辺
機 器 と し て は 、 デ ー タ 通 信 装 置 に 限 ら れ ず 、 カ ー ド が 装 着 さ れ 、 電 子 機 器 に 接 続 さ れ て 機
能 す る あ ら ゆ る 周 辺 機 器 が 用 い ら れ る 。 カ ー ド と し て は 、 Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド ３ に 限 ら れ ず 、 Ｐ
Ｃ カ ー ド や Ｉ Ｃ カ ー ド や メ モ リ カ ー ド な ど 、 周 辺 機 器 の カ ー ド ス ロ ッ ト に 装 着 さ れ て 周 辺
機 器 の 動 作 を 補 助 し た り デ ー タ の 電 気 的 な 読 み 取 り お よ び 書 き 込 み が 行 わ れ た り す る あ ら
ゆ る カ ー ド が 用 い ら れ る 。 な お 、 図 面 中 で は 小 型 の Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド ３ と そ れ に 対 応 す る 小 型
の カ ー ド ス ロ ッ ト ４ を 図 示 し て い る が 、 他 の 種 類 の カ ー ド を 用 い る 場 合 に は 、 そ の カ ー ド
の 大 き さ お よ び 形 状 に 対 応 す る カ ー ド ス ロ ッ ト を 適 宜 形 成 す れ ば よ い 。 コ ネ ク タ 部 や イ ン
タ ー フ ェ ー ス 部 や ソ ケ ッ ト 部 は 、 前 記 し た Ｕ Ｓ Ｂ 規 格 の も の に 限 ら れ ず 、 様 々 な 規 格 の も
の を 用 い る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 周 辺 機 器 の 一 実 施 形 態 で あ る デ ー タ 通 信 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） は 図 １ に 示 す デ ー タ 通 信 装 置 と 、 電 子 機 器 の 一 例 で あ る パ ー ソ ナ ル コ ン ピ
ュ ー タ と が 接 続 さ れ た 、 本 発 明 の 電 気 機 器 シ ス テ ム の 斜 視 図 で あ り 、 （ ｂ ） は そ の 要 部 の
模 式 的 拡 大 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ ａ ） は 図 １ に 示 す デ ー タ 通 信 装 置 と 、 電 子 機 器 の 一 例 で あ る Ｐ Ｄ Ａ と が 中 継 ケ
ー ブ ル を 介 し て 接 続 さ れ た 、 本 発 明 の 電 気 機 器 シ ス テ ム の 他 の 例 の 斜 視 図 で あ り 、 （ ｂ ）
は そ の 要 部 の 模 式 的 拡 大 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 示 す 中 継 ケ ー ブ ル の 要 部 の 模 式 的 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
１ 　 　 　 デ ー タ 通 信 装 置 （ 周 辺 機 器 ）
２ 　 　 　 ケ ー ス
３ 　 　 　 Ｓ Ｉ Ｍ カ ー ド （ カ ー ド ）
４ 　 　 　 カ ー ド ス ロ ッ ト
５ 　 　 　 Ｕ Ｓ Ｂ コ ネ ク タ （ コ ネ ク タ 部 ）
６ 　 　 　 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ （ 電 子 機 器 ）
６ ａ 　 　 壁 部
７ 　 　 　 Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト （ イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 ）
８ 　 　 　 Ｐ Ｄ Ａ （ 電 子 機 器 ）
９ 　 　 　 他 方 の ソ ケ ッ ト 部
１ ０ 　 　 中 継 ケ ー ブ ル
１ １ 　 　 ソ ケ ッ ト 部
１ １ ａ 　 壁 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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